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問 企画振興課　☎73－6631

問 かづさ花火大会実行委員会　☎87-2128問 かづさ花火大会実行委員会　☎87-2128

問 ふつ祭り実行委員会　☎090-9722-9413問 ふつ祭り実行委員会　☎090-9722-9413

問 企画振興課　☎73－6631

かづさ花火大会かづさ花火大会

8月16日水8月16日水
加津佐前浜海水浴場加津佐前浜海水浴場

午後８時30分～9時午後８時30分～9時
※荒天時：翌日開催※荒天時：翌日開催

水中花火、打ち上げ花火など約1,500発の花火
が夜空を彩ります。１尺玉の打ち上げ花火は迫力
満点。浜辺からの花火見物がおすすめです。

水中花火、打ち上げ花火など約1,500発の花火
が夜空を彩ります。１尺玉の打ち上げ花火は迫力
満点。浜辺からの花火見物がおすすめです。

水中花火、打ち上げ花火など約1,500発の花火
が夜空を彩ります。１尺玉の打ち上げ花火は迫力
満点。浜辺からの花火見物がおすすめです。

ありえ浜んこら祭ありえ浜んこら祭

8月19日土8月19日土
マリンパークありえマリンパークありえ

午前11時～午後10時午前11時～午後10時
※荒天時：花火大会は翌日開催※荒天時：花火大会は翌日開催

「浜んこら」とは、浜辺という意味の方言。祭りで
は南島原市特産のそうめんの試食や砂浜でのソーラ
ン節など盛りだくさんのイベントを開催。祭りの最
後には花火が打ち上げられ、フィナーレには大迫力
の２尺玉の大花火が夏の夜空を彩ります。その他、
精霊灯の明かりがビーチを幻想的に演出します。
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「浜んこら」とは、浜辺という意味の方言。祭りで
は南島原市特産のそうめんの試食や砂浜でのソーラ
ン節など盛りだくさんのイベントを開催。祭りの最
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の２尺玉の大花火が夏の夜空を彩ります。その他、
精霊灯の明かりがビーチを幻想的に演出します。

活き生きサマーフェスタ in ふつ活き生きサマーフェスタ in ふつ
8月16日水 布津こんぴら公園午後４時～9時
※荒天時：世紀の泉に変更、花火大会は翌日開催

市内各地の和太鼓集団がこんぴら公園に集結し、勇壮な演奏
による暑気払い・邪気払いが行われ、会場は盛り上がりをみ
せます。祭りの締めくくりには花火が打ち上げられ、夏の夜
空を彩ります。帰省客も楽しめる『ふるさと』の夏祭りです。
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問 ありえ浜んこら祭実行委員会　☎82-3130問 ありえ浜んこら祭実行委員会　☎82-3130

参加チーム
募集中

ウォーターガンファイト
（水鉄砲合戦）

祭りと花火
　南島原夏物語
祭りと花火
　南島原夏物語

　IoT 時代に必要なスキルといわれているのが、プロ
グラミングです。そうした中、平成32年度から小学
校でプログラミング学習が必修化される見通しとな
りました。
　本市では、一昨年度から、山平淳一さん（東京都在
住・加津佐町出身）を講師に迎え、コンピューターに
指示して思い通りに動かす楽しさを体験してもらう
「親子プログラミン
グ講座」を開講し、
次代を生きる子供た
ちにスキルを身につ
けてもらう取り組み
をはじめています。

　６月下旬、今年度１回目の講座を開催しました。
今後、８月と11月に講座を開講します。
　途中からの参加も可能です。将来、必要なスキル
を体験してみませんか？
問生涯学習課　☎７３－６７０３

　市では、昨年度開催した IT 関連事業「アイデ
アソン」「ハッカソン」を今年秋ごろ予定してい
ます。皆さん、ぜひご参加ください。
問商工観光課 ☎７３－６６３２

南島原市の取り組み
教育分野 「ゲームで遊ぶ」から「ゲームをつくる」へ

「親子プログラミング講座」

　５月下旬、エコ・パーク論所原（北有馬町）で、「オー
プンキャンプ in 南島原 2017」を開催しました。
　オープンキャンプとは、地域とITを結び付けるた
めにどうすべきか、自然の中でキャンプをしながら
語り合うイベントです。2 回目の今回は市内外のIT関
連企業と地元生産者に加え、長崎県立大学情報学部
やいさはやコンピュータ・カレッジの学生も参加し、
ITを活用した地域活性化などに関して夜通し語り合
いました。

その他 南島原「いいね！」　自然の中で地域とITを考える

「オープンキャンプin南島原2017」

特集：来るべきIoT時代に向けて


